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新規採用幼保連携型認定こども園保育教諭研修概要 

教育公務員特例法第２３条及び同法附則第５条に基づく研修 

教職経験年数に応じた研修の一環として１年間の研修を実施 

目的 

 

・実践的指導力と使命感を養う  
・幅広い知見を得させる 

 

内容 
 

 
       園内における研修                       園外における研修 
 

・保育指導の研修                         ・教育センター研修（４日） 
 

・基礎的素養等の研修                          ［年間４日］ 
 

           年間 ８日 
                ４０時間  
 

研修指導員訪問 

 

 

 

連絡協議会     

・研修内容、趣旨の共通理解 
                       ・研修指導員等の情報交換  
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令和８年度島根県新規採用幼保連携型認定こども園保育教諭研修実施要項 

 
 
 
１ 目 的 

教育公務員特例法第２３条及び同法附則第５条の規定に基づき、教職経験年数に応じた研修の

一環として、１年間の研修を実施し、実践的指導力と使命感を養うとともに、幅広い知見を得させる。 

  

２ 対象者 
    新規採用幼保連携型認定こども園保育教諭研修の対象となる新任教職員（以下「新規採用保

育教諭」という。）は、令和８年度に採用された公立の幼保連携型認定こども園の保育教諭とする。

令和８年度に公立の保育所等から初めて幼保連携型認定こども園に配置になった保育教諭も含

む。 

  ただし、以下に該当する者は対象から除く。 

⑴ 県内外の国立又は公立の幼稚園や幼保連携型認定こども園において、教諭・保育教諭として引

き続き１年を超える期間を勤務したことがある者。 

⑵ その他、島根県が、この研修を実施する必要がないと認める者。 

 

３ 研修期間と認定 
⑴ 島根県が定める年度の１年間とする。 

⑵ 全ての研修を修了した者は研修修了を認定する。なお、研修期間については、特別な事情があっ

た場合、８ヵ月以上の研修期間を有することとする。 

⑶ 受講者に研修の継続が困難な事態が生じた場合は、島根県教育センターに報告し、協議するこ

と。 

 
４ 所属教育センター 

島根県教育センター 
 
５ 内 容 
    新規採用保育教諭は、次の研修を受ける。 

⑴ 園内における研修 

研修指導員を中心とする指導・助言による研修（１日５時間・年間８日） 

⑵ 園外における研修 

教育センター研修（年間４日） 

 
６ 年間研修計画 
⑴ 島根県は、年間研修計画を作成する。 

⑵ 年間研修計画は、「５ 内容」に定める園内における研修、園外における研修の項目及び時期そ    

の他必要な事項を定める。 

 

7 年間指導計画 
⑴ 園長は、島根県が作成する年間研修計画に基づき、新規採用保育教諭や施設等の実態、地域

の実情等に応じて、当該園における年間指導計画を作成すること。 

⑵ 年間指導計画は、園外における研修との関連に配慮して、園内における研修の項目及び時期そ

の他必要な事項を定めること。 
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8 指導体制 
⑴ 園長、副園長及び教頭は、年間指導計画に従い、研修項目に応じて、新規採用保育教諭の指導・

助言にあたること。 

⑵ 研修指導員は、園長、副園長及び教頭と協力して、年間指導計画に従い、新規採用保育教諭の指

導・助言にあたること。 

⑶ 全教職員は、園長、副園長及び教頭の指導の下に、年間指導計画に従い、研修指導員と連携し

て、新規採用保育教諭の指導・助言にあたること。 

⑷ 園長は、園内において、全教職員が新規採用保育教諭の指導・助言にあたる協働的な指導体制

を確立すること。 

 

9 研修指導員 

⑴ 研修指導員は、認定こども園等において新規採用保育教諭に対する指導・助言を行う。 

⑵ 研修指導員は、新規採用保育教諭研修を円滑かつ効果的に実施するため、連絡協議会に参加

する。 

 

１０ 実施協議会 

島根県は、次の事項について協議を行うため、必要に応じて実施協議会を開催する。 

⑴ 年間研修計画に関すること。 

⑵ 実施上の諸問題に関すること。 

 

11 連絡協議会 

島根県は、新規採用保育教諭研修を円滑かつ効果的に実施するため、連絡協議会を開催する。 

 

12 年間指導計画書及び指導報告書（提出期限等はＰ８を参照） 

⑴ 園長は、当該園における年間指導計画書及び指導報告書を所管する市町村担当部署（松江市 

こども子育て部こども政策課、安来市健康福祉部子ども未来課、雲南市こども政策局こども政策

課）に提出すること。 

⑵ 市町村担当部署は、⑴の年間指導計画書及び指導報告書を島根県教育センター等に提出するこ

と。 
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令和８年度島根県新規採用幼保連携型認定こども園保育教諭研修年間研修計画 

 

新規採用幼保連携型認定こども園保育教諭研修は、「島根県新規採用幼保連携型認定こども園

保育教諭研修実施要項」に基づいて作成した、「島根県新規採用幼保連携型認定こども園保育教

諭研修年間研修計画」により実施するものである。 

 

Ⅰ 園内における研修及び園外における研修 
新規採用保育教諭は、保育教諭の職務に関する業務を担当しながら、園内における研修として、

研修指導員を中心とする指導・助言による研修を受けるとともに、園外において教育センター研修等

を受ける。 

研修内容については、新規採用保育教諭の必要性に応じて精選・重点化を図るとともに、新規採

用保育教諭の実態や指導力に応じて、適時性と系統性をもたせるようにする。 

園内における研修及び園外における研修は、講義や協議・演習等、遊びや環境の構成等具体的

な場面の中での保育の実習・観察等をとおして、基礎的素養、学級経営、保育指導、幼児理解等、保

育教諭の職務の遂行に必要な事項について実施する。 

 

１ 園内における研修 

⑴ ねらい 

① 保育指導や幼児理解等の基本的事項を、年間をとおして継続的に習得する。 

② 個々の経験や能力に応じて、保育指導や幼児理解等、保育教諭の職務の遂行に必要な事項に

ついて、具体的な実践をとおして身に付ける。 

③ 園や地域の特性に応じて、職務を遂行する実践力を身に付ける。 

⑵ 研修日数等 

研修指導員を中心とする指導・助言による研修日数は、年間を通じて８日（１日当たり５時間、総

指導時間数４０時間）とする。 

⑶  方法 

① 園長、副園長及び教頭は、年間指導計画に従い、研修項目に応じて新規採用保育教諭の指  

導・助言にあたる。 

② 研修指導員は、園長、副園長及び教頭と協力して、年間指導計画に従い、主として専門的事項

に関する指導・助言にあたるとともに、新規採用保育教諭の職務に関する様々な相談に応じる。 

③  教職員は、園長、副園長及び教頭の指導の下に、年間指導計画に従い、研修指導員と連携し   

て、新規採用保育教諭の指導・助言にあたる。 

④ 園長は、研修指導員等を中心とする研修が円滑に実施できるよう、園内体制を整える。 

⑷ 年間指導計画 

①  年間指導計画は、各実施園において、地域の実情や園の実態に応じて、研修内容や研修方法

を工夫して作成すること。 

年間指導計画作成にあたっては、Ｐ１０に示す年間指導計画書（例）を参考にすること。 

②  園長は、当該園における年間指導計画書を、別表（Ｐ８）のとおり提出すること。 

③  市町村担当部署は、②の年間指導計画書を、別表（Ｐ８）のとおり提出すること。 
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⑸ 研修内容 

次に示す園内における研修の項目例を参考に創意工夫を行い、年間指導計画書を作成する。 

園内における研修項目（例） 

基礎的素養 

１ 教育・保育要領と教育課程の編成・実施・評価 

・教育・保育要領の法的位置と基準性 ・教育・保育要領と教育課程の編成

実施  

・カリキュラム・マネジメント 

２ 教員の勤務と公務員としての在り方【必須】 

    ・服務と勤務  ・教職員のメンタルヘルス 

３ 園の組織運営 

・組織マネジメント ・園務分掌とその機能  ・園の危機管理と組織的対応 

・園評価 

４ 教育課題の解決に向けた取組 

    ・人権教育【必須】  ・健康教育（安全指導、食の指導）  ・子育て支援 

・読書活動の工夫   ・幼保小中義高特の学校間連携   ・預かり保育 

・幼小の接続   

５ 特別支援教育の推進【必須】 

    ・個別の指導計画、個別の教育支援計画の意義と実際  ・実態把握の方法 

学級経営 

１ 学級経営の意義と実際 

・学級経営案の作成と評価   ・学級集団づくり 

２ 保護者との連携を図った学級経営 

・保護者への情報提供       ・学級通信の工夫 

３ 学級事務 

・学級事務（年度当初・各学期当初 各学期末・年度末事務） 

保育指導 

１ 基礎技術に関する研修 

・幼児理解・話し方・聞き方に関する技術 

２ 保育の進め方に関する研修 

・長期の指導計画 短期の指導計画   ・保育指導案の立て方   

・保育の展開と反省・評価  ・遊びや生活の仕方の指導と実際        

・環境の構成の考え方と実際   ・園具、教具等の工夫    

・行事の考え方と実際  ・保育参観の視点   ・保育研究の視点 

幼児理解 

１ 幼児の発達と理解 

・幼児の理解と指導の実際    ・教員と幼児の人間関係 

２ 指導方法の工夫改善 

    ・幼児のほめ方・しかり方    ・教育相談体制 

３ 幼児理解と評価 

・評価の考え方        ・記録の取り方と指導要録 

〇 研修項目を設定するにあたっては、必要に応じて例示してある研修項目を組み合わせたり、加除

したりする等、地域の実情や園及び新規採用保育教諭の実態に応じて工夫する。 

〇 研修項目を実施する時期については、各研修項目の関連等に配慮して、適切に設定する。 

〇 各研修項目の実施所要時間については、新規採用保育教諭の実態に応じ、適切に設定する。 
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⑹ 指導報告書 

① 園長は、当該年度のすべての研修が終わり次第、指導報告書を別表（Ｐ８）のとおり提出するこ 

と。 

② 市町村担当部署は、①の指導報告書を、別表（Ｐ８）のとおり提出すること。 

２  園外における研修 

  教育センター研修 

⑴ ねらい 

①  保育指導や幼児理解等の基本事項を専門的に学び、実践的指導力の向上を図る。 

②  園の特性や経験の違いによらない、教職員としての基盤をなす素養を身に付ける。 

③  教職員としての自覚と意識を高め、実践意欲と態度を養う。    

  ⑵ 研修日数 

       年間４日とする。 

⑶ 内容及び方法 

① 研修項目等については P６～７に示す研修計画により行う。 

② 研修のねらいや内容に応じ、参加・体験型の演習、講義、講話、協議、情報交換等の方法で

研修を行う。 

③ 教育センター研修は、園内における研修等と相互に有機的関連をもたせながら行うよう配慮

する。 

⑷ 期日・会場・研修項目等 

〇 対象者が、教育センター研修を欠席、遅刻、早退する場合、園長は島根県教育センターに連絡す

る。 

〇 教育センター研修を欠席した場合、島根県教育センターの課す補充的研修を園内において実施

し、そのレポートを島根県教育センター所長に提出すること。なお、レポートは園長の指導と決裁を受

けたものとする。 
⑸  研修項目別の目的と内容 

研修項目  目的と内容 

幼児教育の基本 
幼児教育の目的やめざす姿などの基本的な事項についての理解を深める。 
（ア）幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領について  
（イ）教師の役割について 

回 期日 会場 研修項目等 

Ⅰ  ５月 ８日（金） 島根県教育センター 

・出会いの会 

・クラス集会 

・幼児教育の基本 

・保育技術１（音楽遊び） 

・家庭・保護者との連携 

Ⅱ  ８月２０日（木） 
島根県立大学 
松江キャンパス 

・環境の構成の工夫 

・保育技術２（運動遊び） 

Ⅲ １０月２０日（火） 
島根大学教育学部 

附属幼稚園 

・保育参観 

・教師の援助 

Ⅳ  １月２７日（水） 島根県教育センター 

・人権教育 

・特別支援教育 

・保育技術３（造形遊び） 

・クラス集会 

・はじまりの会 



- 7 - 

 

保 育 技 術 １ 

（音楽遊び） 

音楽遊びの実際を通して、豊かな感性を育むための実践的指導力の向上を

図る。 

（ア）音楽遊びや表現活動についての講義・演習 

家庭・保護者との連携 
家庭・保護者との連携の意義を理解し、良好な関係を築く資質を高める。 
（ア）家庭・保護者との連携の意義 
（イ）良好な関係づくりに向けての具体的な関わり 

環境の構成の工夫  

幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく環境の

構成の考え方について学び、幼児の主体的な活動を可能にするために環境

を構成したり援助したりする教師の資質を高める。 

（ア）主体性を育む環境構成の在り方 

（イ）ねらいや内容に即した、計画的な環境構成の工夫 

保 育 技 術 ２ 

（運動遊び） 

幼児期運動指針に基づいて、幼児が楽しく運動遊びに取り組む中で、基礎

的な動きを身に付けることができるようにするための実践的指導力の向上を

図る。 

（ア）運動遊びについての講義、演習 

保育参観・教師の援助 

保育参観等を通して幼稚園の保育の実際について理解を深め、自園におけ

る幼児一人一人に応じた保育への実践意欲を養う。 

（ア）保育参観と研究協議    （イ）教師の援助についての講義・演習 

人 権 教 育 

人権感覚を磨き、幼児児童生徒一人一人を大切にした実践を進めるための
基礎的な知識及び技能を身に付ける。 

（ア）しまねがめざす人権教育の理念に基づく取組の実際 

（イ）教職員に求められる人権感覚についての理解 

特 別 支 援 教 育 

特別支援教育の意義を知り、幼児一人一人のニーズに応じた適切な指導と
必要な支援について理解し、実践的指導力の向上を図る。 

（ア）特別支援教育の理念  

（イ）一人一人のニーズに応じた適切な指導と必要な支援 

保 育 技 術 ３ 

（造形遊び） 

身近にある素材を使った造形的な遊びの実際を通じて、豊かな感性を育む

ための実践的指導力の向上を図る。 

（ア）造形的な遊びについての講義・演習 

ク ラ ス 集 会 
主体性を喚起するとともに、新規採用者同士のつながりを深める。 

（ア）各研修のねらいの確認と振り返り 

 

 

 

 

Ⅱ 問い合わせ先 

 

 

 

 

 

 

 

・島根県教育センター 企画・研修スタッフ 新任教職員研修担当 

ＴＥＬ（０８５２）２２－５８６４／５８６８ 
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別表  報告書等の提出先、提出部数及び提出締切日 

 

提出先に紙媒体を提出 

時

期 
提出物（様式） 

幼保連携型認

定こども園 
市町村担当部署 

島根県教育センタ

ー 

↓ ↓ ↓ ↓ 

市町村担当部

署 

教育事務

所 

島根県教育センタ

ー 

子ども・子育て支援

課 

５月 
年間指導計画書（様

式１） 

５月１８日（月） ５月２５日（月） ５月２５日（月） 

１部 
４部 １部 ２部 

３月 
年間指導報告書（様

式２） 

３月 ４日（木） ３月１１日（木） ３月１１日（木） 

１部 
４部 １部 ２部 

年

間 

欠席届（様式第１

号） 
１部  １部 

 

 

（注）市町村担当部署は、 

松江市立幼保連携型認定こども園は「松江市こども子育て部こども政策課」 

安来市立幼保連携型認定こども園は「安来市健康福祉部子ども未来課」 

雲南市立幼保連携型認定こども園は「雲南市こども政策局こども政策課」 
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様式１ 

○ ○ ○ 第 ○ ○ 号 

令和  年  月  日 

島根県教育センター所長 様 

園名 

園長氏名         

 

令和８年度新規採用幼保連携型認定こども園保育教諭研修年間指導計画書 

新規採用保育教諭氏名  研修指導員氏名  

 

実施予定年月日 

研       修   内   容   

 

研修時間 

 年 月 日 

１
日 

   

 

 

 

 

２
日 

   

 

 

 

 

３
日 

   

 

 

 

 

４
日 

   

 

 

 

 

５
日 

   

 

 

 

 

６
日 

   

 

 

 

 

７
日 

   

 

 

 

 

８
日 

   

 

 

 

 

（注） ・サイズはＡ４判縦とする。 

    ・研修時間については、例にならって表記すること。 

  



- 10 - 

 

様式１ 

○ ○ ○ 第 ○ ○ 号 

令和  年  月  日 

島根県教育センター所長 様 

園名 

園長氏名         

 

令和８年度新規採用幼保連携型認定こども園保育教諭研修年間指導計画書 

新規採用保育教諭氏名  研修指導員氏名  

 

実施予定年月日 研       修   内   容 

 

 

研修時間 

 年 月 日 

１
日 

８ ５ 20 

教育・保育要領と教育課程の編成（２時間） 

保護者との連携（２時間）  

教職員のメンタルヘルス（１時間） 

５時間 

２
日 

   

園の組織運営・服務と勤務 

保育の実際（観察）週・日案作成の実際 

幼児の発達と理解 

 

３
日 

   

保育の実際（実習） 

記録の取り方と指導要録の記入の実際 

遊びや生活の仕方の指導 

 

４
日 

   

保育の実際（実習） 

環境構成の考え方と実際 

人権教育 

 

５
日 

   

保育の実際（実習） 

幼児のほめ方・しかり方 

健康教育（安全指導、食の指導） 

 

６
日 

   

保育の実際（実習） 

個別の教育支援計画(特別支援教育) 

子育て支援 

 

７
日 

   

保育の実際（実習） 

幼児理解と指導の実際 

読書活動の工夫 

 

８
日 

   

保育の実際（実習）保育相談 

学級集団づくり 

評価の考え方 

 

（注） ・サイズはＡ４判縦とする。 

    ・研修時間については、例にならって表記すること。 
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様式２  

                                ○ ○ ○ 第 ○ ○ 号 

                             令和  年  月  日 

島根県教育センター所長 様 

 

                       園名  

園長氏名            

 

令和８年度新規採用幼保連携型認定こども園保育教諭研修年間指導報告書 

新規採用保育教諭氏名  研修指導員氏名  

 

実施年月日 
研       修   内   容 研修時間 

年 月 日 

１
日 

   

 

  

２
日 

   

 

  

３
日 

   

 

  

４
日 

   
 

 
 

５
日 

   

 

  

６
日 

   
 

 
 

７
日 

   
 

 
 

８
日 

   

 

  

 

特記事項 ※研修ができなかったなど特別な事情がない場合は記載の必要なし 
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様式第１号 

 

欠席（遅刻・早退）届 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意事項 

※本届提出の際は、管理職から研修等の主管担当者へ早急に電話等で連絡し、事前に了承を得

ること。 

※あて先は該当研修等の主管所属長とするが、鳥取県教育センターとの連携講座については、

島根県教育センター所長とすること。 

※経由順は、次のとおりとする。 

○幼保連携型認定こども園の場合 

   園長 → 市町村教育委員会教育長または各市担当課長 → 研修等の主管所属長 

          

 

 
 

 

○○○  第 ○○ 号 

令和○○年○○月○○日● 

 

   （研修等の主管所属長） 様 

 

                               ○○○○○学校長  

 

● 

○○○○○（研修等の名称を入れる）の欠席（遅刻・早退）について（報告） 

 

 このことについて、下記のとおり報告します。 

                     

 

記 

 

１．研修等の名称 

２．研修等の主管名 

３．受講者 職・氏名 

   ４．欠席（遅刻・早退）日時  令和  年  月  日  時 から 

                  令和  年  月  日  時 まで 

   ５．欠席（遅刻・早退）理由 


